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１月13日（土）

１月17日（水）／10時～初観音法要、13時～火渡り

小郡：日吉神社虚空蔵（こくぞう）さん祭り
　この日にさい銭（幸運種銭）を借りて財布に入れておけば、一年中
小遣い銭に不自由しないと言われています。次回の参拝で「２倍に
して返すと良い」とされています。
●次回の祭りは９月13日です。

　新年の無病息災・家内安全などを願う「初観音（はつかんのん）・
柴燈護摩供火渡り（さいとうごまくひわたり）」。ヒノキの枝が燃え
落ちた後の灰の上を裸足で歩き、一年の息災と幸福を祈る行事です。

横隈：如意輪寺火渡り

　11月27日・28日に、埋蔵文化財調査センターと市内の飲食店「とびうめ」で、食に関する講習会・実
技指導がありました。これは、日本の食にまつわる文化の魅力発信と文化財の保護を目的とする文化
庁の事業「食でつながる日本の文化認定事業」の一環として行われたもので、日本の若手料理人６人が
参加しました。
　このイベントを企画したのは、民間企業に籍を置きながら
市の地域活性化に取り組む「地域活性化起業人」の大住さん。
この文化庁事業の応募の他、100年フードである「小郡市の鴨
を取り巻く食文化」の継承のために、大住さんならではの知
見やノウハウを生かし、小郡市観光協会などと連携して事業
に取り組んでいます。
　参加者は「今回学んだ郷土や文化的なこと、鴨のことを踏
まえて、料理人として地域の活性化になるよう考えたい」「小
郡に来てもらうきっかけになるよう、自店でも小郡の鴨の取
組を発信したい」と、小郡の食文化を全国各地で広める約束
をしてくれました。参加者は、現在鴨料理レシピを開発中。
広報おごおり３月号に掲載予定なので、お楽しみに。
　大住さんは「鴨料理レシピを広く活用してもらえるよう取
り組んでいきたい」と、今後の展望に胸をふくらませました。

地域活性化起業人が食文化の魅力を発信

大住 由季子（おおすみ ゆきこ）（株）ぐるなび

1977年、東京都生まれ。幼稚園教諭や通信販売員、食品製造、グルメイ
ベントスタッフと多様な場で活躍。インスタグラムで小郡の魅力発信中♪

インスタグラム
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